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令和２年度 第１回 八千代市上下水道事業運営審議会会議録 

 

開 催 日 時  令和２年１０月１２日（月） 

       午後２時 開会   午後３時５０分 閉会 

開 催 場 所  八千代市役所 新館６階 第４会議室 

議   題  （１）会長及び職務代理者の選出について 

       （２）令和元年度決算の報告について 

（３）第２次八千代市水道事業経営戦略実施計画及び，第２次八千代市公共 

下水道事業経営戦略実施計画について 

（４）上下水道局庁舎の移転について 

 

出 席 者 名 

 出席委員     袖 澤 利 昭  委 員 

齊 藤   幹  委 員 

小 倉 久 子  委 員 

岩 佐 行 利  委 員 

伊 藤 宣 行  委 員 

大 内 総一郎  委 員 

梶 原 則 男  委 員 

菖蒲澤 正 子  委 員 

 

 事 務 局     高 橋 次 男  事業管理者 

          新 谷   等  上下水道局長 

齋 田 忠 徳  経営企画課長 

藤 縄 和 彦  給排水相談課長 

佐 藤 淳 也  上水道課長 

清 田 克 徳  下水道課長 

吉 田 勝 祐  下水道課主幹 

種 田 聖 史  経営企画課副主幹 

工  藤      拓  経営企画課主任主事 

飯  島  香世子  給排水相談課副主幹 

石 塚 貴 彦  上水道課副主幹 

門 倉   均  上水道課副主幹 

西 村 政 則  上水道課主査 
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公開・非公開の別  公 開 

傍 聴 人      １ 名 （定員 ５名） 

所管課名      上下水道局経営企画課 

電話番号      ０４７（４８３）６５７２ 内線２８０３ 

 

 

（会議録） 

 

市長挨拶 

事業管理者挨拶 

職員及び委員紹介 

 

【議題１】 会長及び職務代理者の選出について 

 

工藤経営企 

画課主任主 

事 

 

 

委員一同 

 

工藤経営企 

画課主任主 

事 

 

 

 

齋田仮議長 

 

 

 

 

 

 

委員一同 

 

八千代市上下水道事業運営審議会条例第５条第１項の規定により，会議

は，会長が議長となり進めることとなりますが，会長が決まるまでの間，

経営企画課長の齋田を仮の議長とさせていただきたいと存じます。いかが

でしょうか。 

 

（異議なし） 

 

ただ今，異議なしとのご発言がありましたので，経営企画課長の齋田を

仮の議長とさせていただきます。 

なお，コロナウイルス感染症対策のため，本日，席の移動を極力控えさ

せていただきたいと思いますので，現在の席から議事の進行をさせていた

だきたいと思います。 

 

改めまして，会長が決まるまでの間，仮の議長を務めます経営企画課長

の齋田でございます。よろしくお願いいたします。会長につきましては，

八千代市上下水道事業運営審議会条例第４条第１項の規定により，「審議

会に会長を置き，委員の互選により定める。」となっております。会長の選

出につきましては，指名推薦により行いたいと思いますが，いかがでしょ

うか。 

 

（異議なし） 
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齋田仮議長 

 

 

岩佐委員 

 

 

 

 

 

齋田仮議長 

 

 

委員一同 

 

齋田仮議長 

 

袖澤委員 

 

齋田仮議長 

 

 

 

袖澤議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩佐委員 

 

袖澤議長 

ご異議がないようですので，指名推薦とさせていただきます。会長とし

て推薦するご発言があれば，お願いいたします。 

 

はい。会長職として，袖澤委員が適任と思いますので，推薦させていた

だきます。袖澤委員は以前，八千代市の水道事業運営審議会の委員を務め

られておりますし，大学の先生でいらっしゃいますことから，幅広い見識

をお持ちですので，この審議会の会長に適任と思いますので，ご推薦させ

ていただきます。 

 

ただいま，岩佐委員から袖澤委員を推薦するご発言がありましたが，い

かがでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

袖澤委員よろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

ありがとうございます。互選により，袖澤委員が会長に選任されました

ので，これ以降の会議の進行は袖澤会長に務めていただきます。よろしく

お願いいたします。 

 

ご指名により，議長を務めさせていただきます。今日の議題につきまし

て，皆さんにご協力をいただき，つつがなく進行してまいりたいと思いま

すので，よろしくお願いしたいと思います。 

それでは議事を続けます。八千代市上下水道事業運営審議会条例第４条

第３項の規定により，「会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときは，

あらかじめ会長が指名する委員がその職務を代理する。」となっておりま

すので，私から指名をさせていただきます。 

これまで４年間，本審議会の委員を務められ，引き続き委員にご就任さ

れております岩佐委員にお願いしたいと思いますが，お引き受けいただけ

ますでしょうか。 

 

はい，承ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございます。よろしくお願いいたします。それでは，次の議
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 題に移りたいと思います。 
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【議題２】 令和元年度決算の報告について 

 

袖澤議長 

 

 

齋田経営企 

画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議題２「令和元年度決算の報告について」，事務局から説明をよろしくお

願いします。 

 

経営企画課長の齋田です。私から，議題２の令和元年度決算の報告につ

いて，資料１に基づいてご説明いたします。 

 私ども上下水道局では，水道事業と公共下水道事業の２つの事業を行っ

ておりますが，それぞれ，別々の会計となっております。 

まず，水道事業の決算についてご説明いたします。１ページをご覧くだ

さい。 

まず，収益的収支です。２ページ上段にお示しした損益計算書の円グラ

フもあわせてご覧ください。収益的収支は，施設の維持管理など，日々の

営業活動を行うための費用と，それを補うための収入の状況を表していま

す。 

収入につきましては，営業収益は３２億５,５９９万９千円，そのうち給

水収益は３０億４,７８４万１千円となっています。給水収益は，令和元年

１０月に水道料金の改定をしたこともございますが，平成３０年度に比べ

７，９００万円ほどの増加となっています。営業外収益は８億７,５８１万

３千円で，そのうち納付金は４億６，４２３万１千円となっています。特

別利益は２５８万２千円となっていますが，これは，上下水道局が所有し

ていた用地を売却したことに伴う売却益等です。以上，収入の計は４１億

３,４３９万４千円となっています。 

支出につきましては，営業費用は３３億１，２１２万４千円で，前年度

に比べると５，８００万円ほど増加しています。営業費用の主なものは，

管路・施設の維持・修繕費，受水費，事務経費，減価償却費，職員人件費

などです。営業外費用は２億１,２４７万２千円で，企業債の支払利息が主

なものとなります。特別損失が７０万５千円となっております。以上，支

出の計は３５億２,５３０万１千円となっています。 

 収入から支出を差し引いた純利益は６億９０９万３千円となり，黒字を

維持しています。過去１０年間の給水収益と当年度純利益の推移は，下の

折れ線グラフのとおりとなっています。 

次に資本的収支です。こちらも２ページの下の円グラフとあわせてご覧

ください。資本的収支とは，新たな施設の整備や既存施設の更新を行うた

めの費用と，その財源になります。 

収入の計は８億６，７３１万９千円で，内訳は企業債４億８，１８０万
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円，他会計出資金４千万円，工事寄附負担金２億５，００２万４千円など

となっています。 

支出の計は２３億３,５６６万６千円で，内訳は建設改良費１６億６,８

５３万３千円及び，企業債償還金６億６,７１３万３千円となっています。

なお，建設改良費のうち約１１億４，５２４万円は，管路の更新に係る事

業費です。資本的収支で生じた１４億６,８３４万７千円の不足につきま

しては，減価償却費などの現金を伴わない支出などの内部留保されている

資金で補填しています。 

３ページをご覧ください。企業債と保有資金残高の説明となります。近

年は，主に管路更新のための事業費の財源として企業債の借入れを行って

います。令和元年度の借入額は４億８，１８０万円，年度末企業債残高は

１３４億５,２６３万円，年度末保有資金残高は２７億８，６１５万７千円

となっています。中段のグラフの青い折れ線がお示しするとおり，近年，

企業債残高は増加傾向となっており，企業債の借入れを抑制しながら事業

を行っていくことが課題となっております。 

続きまして，利益積立金の説明です。利益積立金につきましては，欠損

金が生じた際の補填のために，以前から１５億円の積立金を保有していま

したが，平成２８年度以降，企業債償還金に充当しており，令和元年度末

で５億２千万円まで減少しております。今後も企業債償還金への充当を行

う必要があり，利益積立金はあと数年でなくなる見通しです。 

４ページをご覧ください。 

 こちらは，水道管路の布設状況及び耐震化の状況となります。令和元年

度末における配水管の布設状況は，配水管，送水管及び導水管の全ての管

の延長の合計は，７０３.２８ｋｍとなっています。耐震管の状況につきま

しては，耐震管の年度末延長は４１６．７１ｋｍとなり，市内における水

道管の耐震化率は５９．３％となっています。なお，平成３０年度の千葉

県全体の水道管の耐震化率の平均は２４．５％となっており，八千代市の

耐震化率は県内で高い水準となっています。 

また，市役所や消防本部，警察署，保健センター，病院，公民館，小・

中学校などの避難場所や災害対応活動の拠点を重要給水施設と位置付け，

ここへつながる管路の耐震化を優先的に進めており，この重要給水施設へ

の管路の令和元年度末の耐震化率は８０.２％となっています。 

以上で，水道事業会計の説明を終わります。 

続きまして，公共下水道事業の決算状況を説明いたします。５ページを

ご覧ください。 

まず，収益的収支です。６ページ上段にお示しした損益計算書の円グラ
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フもあわせてご覧ください。 

収入につきましては，営業収益は２５億６，５５７万５千円，そのうち

主なものである下水道使用料は２１億７,６１４万８千円となっていま

す。営業外収益は７億２,１４０万６千円となっております。以上，収入の

計は３２億９，６８０万１千円となっています。 

支出につきましては，営業費用は２９億５,８５５万８千円となってい

ます。主なものは，流域下水道維持管理費及び減価償却費です。営業外費

用は１億６，６５３万３千円となっており，企業債の支払利息が主なもの

となります。 

特別損失は９８５万５千円で，八千代市教育委員会へ遊具等を譲渡した

ことによる固定資産の譲渡損を計上しているものが主なものとなってお

ります。以上，支出の計は３１億３,４９４万６千円となっています。 

 収入から支出を差し引いた純利益は１億６,１８５万５千円となり，平

成２７年度の使用料改定以後，黒字を維持しています。過去１０年間の下

水道使用料収入と当年度純利益の推移は，下の折れ線グラフのとおりとな

っています。 

次に資本的収支です。こちらも，６ページの下の円グラフとあわせてご

覧ください。 

収入の計は１５億３,１５１万５千円で，内訳は企業債５億９，４１０万

円，国庫補助金５億９,１５１万８千円，負担金２億８,０１５万５千円な

どとなっています。負担金は，雨水に係る経費の一般会計からの負担金，

受益者負担金及び，八千代１号幹線など他市と共同で運営している施設の

整備を八千代市が行ったものに係る他市からの負担金などとなっており

ます。 

支出の計は２３億８,１６３万３千円で，内訳は建設改良費１７億１,０

５６万９千円，企業債償還金５億８,３８９万７千円などとなっています。

資本的収支で生じた不足額９億２,４６３万円については，減価償却費な

どの現金を伴わない支出などの内部留保資金で補填しています。 

７ページをご覧ください。 

令和元年度の企業債の借入額は５億９，４１０万円，年度末企業債残高

は８１億４，５８０万９千円となっております。近年は，八千代１号幹線

沿線地域の浸水被害軽減対策のための，大和田南小学校の校庭地下への調

整池築造工事に多額の資金が必要となり，その財源として企業債の借入れ

が増加しておりますが，今後も八千代１号幹線沿線地域の浸水被害軽減対

策のための管渠布設工事や，その他の地域の道路冠水が発生する箇所にお

ける雨水排水施設の整備や，老朽施設の更新を行っていくための財源とし
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袖澤議長 

 

 

齊藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

清田下水道 

課長 

 

 

 

 

齊藤委員 

 

 

 

 

清田下水道 

課長 

 

 

吉田下水道 

課主幹 

 

 

て企業債の借入れを予定しております。 

年度末保有資金残高は１４億２,４８０万４千円となっており，保有資

金残高は増加傾向にあります。 

説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

 

ただいまの事務局からの説明につきまして，ご意見，ご質問がありまし

たらお願いいたします。 

 

１点だけ教えてください。１号幹線の負担金も２億８千万円の中に含ま

れているというお話がございましたが，確かこれは，千葉と，それから船

橋，習志野，八千代の共同による事業としての整備を進めていると思いま

すが，八千代市じゃなくて，その他の市の進めている進捗状況というんで

すか，八千代市の場合は，さっきお話がありました南小の地下に，それと

あと，貯留管をやっていますけれども，他の市はどのようなことをしてい

るのか，その辺の内容についてお話しいただければありがたいなと思うん

ですけれど。 

 

八千代市と，船橋，千葉，習志野と，この４市でやっておりますが，他

市ということなんですけれども，他市については，過去にありました事業

の起債の償還金についての事務をやっておりますけれども，現場で何かを

整備しているかというと，今現在は，上流の方では何も工事は着手されて

おりません。 

 

そうしますと，他市の状況というか，いろんな事情があると思いますの

で，なかなか本市みたいに南小の地下に調整池を造れる余地がないので，

負担金ですか，そういったものでしか，いただいてないということですね。

そういうことでよろしいですか。 

 

八千代市が一番最下流になりますので，どうしてもまず下流の整備とい

うことの中で，かかった費用に関して負担金をいただいていると，他市の

方の事業っていうのはまだ，それほどされてないという形です。 

 

他市からの負担金につきましては，基本的に今，八千代１号幹線，これ

も上流側の部分で，習志野市，あと船橋の方でも上流の部分で，雨水の管

を造っているんですけど，そちらの方はもう整備済みという形でですね，

起債の償還金を我々の方が払ったり，向こうから払ってきたりという形で
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齊藤委員 

 

 

 

吉田下水道 

課主幹 

 

 

 

 

 

小倉委員 

 

 

 

 

 

 

齋田経営企 

画課長 

 

 

高橋事業管 

理者 

 

 

 

 

 

行っています。今，大和田南小学校の地下の調整池が造られたところと，

それの下流側の方に作っている管渠が，我々の方で大きな工事としてやっ

ているんですけど，これにつきましては，他市からの負担金はいただいて

おりません。八千代市だけで整備を行っています。国費は使っております

けども，他の市町村から負担金をいただいてという形では行っておりませ

ん。 

 

最下流の花見川の浚渫ですか，そういったもの，流れを良くするという，

そういった，千葉県の方でも何か行っているということでよろしいです

か。 

 

出水時期の頃になりますと，印旛沼の方の関連の調整会議があるんです

けども，その中で千葉土木事務所さんの方から，花見川の部分で浚渫を一

部行っているという話は伺っております。この場所がどこなのかっていう

ことを，今お伝えできないんですけども，基本的には今，橋の架け替えと

か，そういうところをやっている付近を浚渫しているというお話を伺って

おります。 

 

３ページの下の方に，利益積立金というのがあって，これがあと数年で

なくなる見通しとなっています，と書かれておりますが，これはゼロにし

てしまっても良いものなのか，万一のための積立金なのか，残しておくの

か。限られた収入をどこに振り分けるかという問題だと思いますが，これ

から先どういうふうにしていくつもりなのか，教えていただければと思い

ます。 

 

こちらに「企業債償還金への充当」と記載しております。企業債の元金

を返していくことに使っておりますが，利益積立金以外にも資金がありま

すので，こちらの方を償還金への充当に使ってまいります。 

 

補足させていただきます。過去においては純利益部分を積立金という形

で蓄えておくという形であったと思うんですが，現況はですね，蓄えてお

くという余裕がないと。起債償還のための減債積立金という形で一旦入れ

て，それを次年度の起債の償還の方に充てております。保有資金残高が裕

福だった時代にはそれを積み立てながら，使っていくという形でおりまし

たけど，現状では，純利益を減債積立金に充てて，償還金に充てていくと

いう形をとっていますので，利益積立金が枯渇するからどうのこうのとい



10 

 

 

 

 

小倉委員 

 

 

高橋事業管 

理者 

 

 

 

 

 

 

小倉委員 

 

 

 

 

大内委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋事業管 
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うことではなくて，運用の仕方が変わってきているというふうに理解いた

だければと思います。 

 

ゼロになっても心配ないといいますか，きちんとお考えの上での割り振

りということでよろしいですね。 

 

はい。利益積立金がゼロという形になったとした場合でも，内部留保資

金の方でですね，例えば災害対応ではどのくらい費用かかるかわかりませ

んけども，目安としては１５億円程度は毎年，保有資金を確保したい。そ

れから近年，工事の平準化ということも言われてますので，繰越事業に対

する前払い金の資金も確保しておかなければいけないということで，内部

留保資金をどう，いかに確保していくかということに重点を置いておりま

すので，その辺のところを注意しながら進めていきたいと考えています。 

 

もし，こういう資料を，多分市民の方に向けても公表することがあると

思うんですが，そういうときにこの表現の仕方として，ゼロになるけれど

も心配はないのだというような書き方をしていただく方が，市民の方たち

としては安心できるという気がいたしました。 

 

市長からのお話にもあったように，大変厳しいというご発言でしたが，

どこが一番厳しいんでしょうか。毎期，収益があがってて，利益積立金で

償還してるということですが，償還できなくてもまた企業債を借りれると

いうことで，収入に対して企業債の残高も随分減ってきておりますし，３

０億に対して１０億程度だったら別に危機感もないように思いますが，ど

こが厳しいかということと，あと，将来的に人口が減ってくるというお話

も聞いておりますが，どれぐらいはまだもつかとか，見通しがわかれば，

お願いしたいと思います。 

 

市長の方からあった厳しいというものでございますが，この厳しいとい

う形のものは将来事業を見越しての厳しさというふうに捉えています。と

いうのは八千代市は浄水場が６か所，給水場が１か所と，７か所の施設を

保有しております。それらが老朽化してきて，これを再構築していって将

来的には３か所にしてコストを下げていくという計画なんですが，それを

成し遂げるための事業費がかさみますので，それが将来負担として，起債

残高が多額になってしまう傾向にあるということです。その上昇率をいか

に抑えていくかということが，事業を展開しながらの起債残高を抑制して
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伊藤委員 

 

 

 

齋田経営企 

画課長 

 

いくという，非常に難しさがあるんですが，その辺のことを市長は言われ

ているんだろうなというふうに思います。 

公共下水道事業の方も同じように，老朽化したものについて今後，改修・

修繕という形のものがでてきますので，その辺の事業費と内部留保資金の

蓄えとの兼ね合いの部分が厳しいと捉えています。 

それとあと人口減少の問題ですが，八千代市の場合，令和８年以降に減

少傾向になるということですが，これはあくまでも推計上の問題であっ

て，八千代市は今，開発が進んでおります。ご承知の通り緑が丘の開発が

大きく進んでて，あと２年半ぐらいは宅地造成が見込めるということで，

給水申込納付金も２，３年は何とか今の状況が続くであろうと。ただしそ

れ以降ですね，大変厳しくなってくるだろうと，開発面積もだんだん少な

くなってきてますので，この辺の開発行為がなくなってくると営業外収益

が減ってくるというような感じで捉えております。 

できるだけ八千代市に人口減少を招かないような努力も必要なんだろ

うというふうに捉えてますので，そういったところが今のところの目安か

なというふう考えています。 

 

ありがとうございます。ついでなんですが，この期末現在で，内部留保

額の総額っていうのは公表できるんでしょうか。利益積立金は５億という

ことですが，それ以外の内部留保っていうのは，わかればで結構ですが。 

 

水道事業の内部留保資金ですが，資料１の３ページに，令和元年度末の

保有資金残高ということで記載がございまして，こちらが利益積立金を含

んだ形で２７億８，６１５万７千円となっております。それと，人口の関

係の補足なのですが，八千代市の人口ビジョンで，平成２８年に策定され

たものですと，令和８年度が八千代市の人口のピークとなっておりました

が，今年の３月に市の人口ビジョンが改訂されておりまして，そちらです

と令和６年度が市の人口のピークとなる推計になっております。 

 

昨年度，上水道と下水道の料金改定をされてると思うんですけれど，そ

の中で，水道の収益については前年度より増えていて，下水道の方の収益

が前年度と比べると減っているのは，なぜなんでしょうか。 

 

昨年１０月の料金改定なんですけども，上水道のみで，下水道の方は平

成２７年に改定しております。 
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ありがとうございます。失礼しました。 

 

私からちょっと技術的なことなんですけども，耐震化につきましてお聞

きしたいんですが。４ページの青の四角で囲んでるところに具体的に図示

した図があるんですけども，従来の水道管と耐震管で，従来は硬質塩化ビ

ニルが多かったと思うんですけども，それをダクタイル鋳鉄管にするとい

うことで，この図を見ると管の管径が随分，太さが違うんですけども，具

体的にどれぐらいの管径をしているのか，あとどのぐらい耐久性があるの

かを教えていただきたいんですけども。 

 

こちらの図の太さなんですが，これはあくまでイメージ図でございまし

て，まず，管種につきまして，従来のものですと，石綿セメント管という

非常に脆い管を使用しておりました。あと，鋳鉄管という鉄の管等も使っ

ていたのですが，耐震性能等は有していませんでした。石綿セメント管に

つきましては，ちょっとした衝撃ですぐわれてしまうという脆さがござい

ました。鉄の管につきましても継ぎ手部分の強度が足りないとか，そうい

ったものがございまして，今現在の耐震管につきましては本体の強度はも

ちろんですが，継ぎ手の強度が増強されています。地盤の変動にも追従し

て若干伸びていくというものでございまして，仮に地盤の変動があったと

しても抜け出さない，漏水を起こさないという管になっており，そういっ

たものを使用しています。 

管径につきましては，これまで使っていた管径と同じなのですが，下は

５０mmから，配水管というのが「配る水の管」と書くんですけども，そち

らにつきましては１００mmとか１５０mm，２００mm，３００mmまでとか，

そういった管を使用しています。 

送水管，導水管につきましては，導水管というのが，井戸を八千代市は

使っているんですけど，井戸からくみ上げた水を浄水してお配りしている

のが約半分，５０％の水を使っています。井戸から浄水場に送り込む管を

導水管と申しているんですが，こちらについては，管径が様々あるんです

けども，大体２００mmから３００mmとなっています。 

もう１種類，送水管というのがございますが，こちらは浄水場・給水場

からお互いを繋いでいる管になっています。 

浄水場から別の浄水場に送り込んでいったりと，そういったものが主な

仕事になっているんですが，こちらはもっと管径が太くてですね，一番大

きいものが９００mmの管を使用しております。 
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課長 

 

袖澤議長 

従来のものでしたら４，５０年もってたのが，それ以上はもつ耐久性は

十分あるってことですか。 

 

現在使っていますダクタイル鋳鉄管につきましては，耐用年数は８０年

としております。 

 

 ありがとうございます。 

他にご質問あればお願いします。よろしいですか。ないようですので，

議題２「令和元年度決算の報告について」を終了させていただきます。 
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【議題３】 第２次八千代市水道事業経営戦略実施計画及び，第２次八千代市公共下水道事 

業経営戦略実施計画について 

 

袖澤議長 

 

 

 

齋田経営企 

画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議題３「第２次八千代市水道事業経営戦略実施計画及び，第２次八千代

市公共下水道事業経営戦略実施計画について」を議題といたします。事務

局から説明をお願いします。 

 

議題３の「第２次八千代市水道事業経営戦略実施計画及び，第２次八千

代市公共下水道事業経営戦略実施計画」について，資料２と資料３に基づ

いてご説明いたします。資料の説明に入る前にまず，経営戦略とはどうい

うものかご説明いたします。 

経営戦略は，総務省が公営企業に対し策定を求めている計画となります

が，人口減少や施設の老朽化が進む中で，将来にわたって安定的に事業を

継続していくために，中長期的な視点から経営の健全化を実現するために

策定する「経営の基本計画」でございます。本市においては，平成２８年

に最初の経営戦略を策定いたしましたが，その後，浄・給水場の統廃合等

の計画を定めた「八千代市水道施設再構築基本計画」の策定や，水道料金

の改定の実施，老朽化が進む下水道施設の更新を計画的に行っていくため

に策定した「八千代市下水道ストックマネジメント計画」の策定を行うな

ど事業の大きな変化がございましたので，これらの状況の変化を踏まえ，

今年の２月に第２次経営戦略を策定いたしました。この第２次経営戦略に

掲げた方針に基づき，今後の取組みをより具体的に示したものが，これか

ら説明いたします実施計画になります。こちらにつきましては今年の６月

に策定し，公表しているものとなっております。時間の都合上，全ての取

組みについて説明することは難しいため，重点的な取組みを中心に説明し

てまいります。 

 まず，資料２の水道事業からご説明いたします。 

４ページをご覧ください。下段の１－⑤「適正な資金管理」をご覧くだ

さい。先ほどの議題の決算の報告の中でもご説明させていただきました

が，水道事業につきましては，近年，水道管路の更新を進めるため，その

財源として企業債の借入れを行ってきましたが，企業債への依存度が高

く，企業債残高が増加しております。また，老朽化が進んでいた村上給水

場の更新工事に昨年度から着手しておりますが，今後も八千代台浄水場の

改良工事など他の老朽施設の更新を行っていくため，企業債の借入れを行

っていく必要があります。こちらに企業債の充当率の目標設定として，充

当率の％の設定をしておりますが，企業債の借入れを抑制していくため事
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業費の抑制に最大限，取り組んでまいります。 

 ５ページをご覧ください。上段の１－⑥「水道料金の見直し」をご覧く

ださい。先ほどの説明と共通する部分もございますが，今後も水道管の耐

震化や浄水場等の更新を計画的に行っていくため，多額の事業費が必要に

なりますが，その財源を確保するため昨年の１０月に水道料金を見直し，

平均改定率８．５７％の料金改定を行いました。第２次経営戦略において

は，今後も５年ごとに８％の水道料金の改定を行う計画としております

が，必ずしも５年ごとに行うのではなく，毎年度の料金の収入状況や決算

状況を確認しながら，改定の必要性の有無や改定の時期等について検討し

てまいります。 

 ７ページをご覧ください。３－①「八千代市水道施設再構築基本計画の

実施（浄・給水場の耐震化・老朽化対策）」でございます。「八千代市水道

施設再構築基本計画」は平成３０年１２月に策定した計画でございます

が，内容としましては，現在７つある浄・給水場を令和２１年度までに３

つの浄水場に統廃合していく計画となっております。最終的に３つの浄水

場に統廃合する計画ですが，当面の間は，この統廃合計画を見据えた形で，

老朽化が進んでいる施設の改良工事を進めてまいります。現在着手してい

るものとしましては，村上給水場の施設改良工事がございます。こちらは

昨年度に工事着手をしまして，令和３年度まで，３か年をかけて工事を行

ってまいります。また，その後，令和４年度から八千代台浄水場の改良工

事を令和６年度まで行い，さらにその後は高津浄水場の改良工事を行って

いく計画となっております。また，現在，八千代市の水道水は半分を地下

水，もう半分を北千葉広域水道企業団さんから送っていただいている水で

賄っております。その北千葉さんから送っていただいている水は睦浄水場

の１箇所で受水しておりますが，今後，萱田浄水場にも受水地点を新たに

設けて，災害時等のバックアップ体制の強化を図ってまいります。 

８ページをご覧ください。３－②「水道管路の耐震化・老朽化対策」で

ございますが，これまでも水道管路の耐震化を進めてまいりましたが，今

後も引き続き管路の耐震化を行ってまいります。令和元年度末の管路の耐

震化率は５９．３％でしたが，令和６年度末で６４．７％とすることを目

指して整備をしてまいります。水道事業の実施計画の説明は，以上となり

ます。 

 続きまして，資料３の公共下水道事業の実施計画について，ご説明いた

します。 

 資料３の３ページをご覧ください。上段の１－①「下水道施設の計画的・

効率的な管理」でございますが，下水道事業につきましても，下水道管，
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ポンプ場といった下水道施設の老朽化が進んでおります。このため，計画

的に施設の改築等を行っていくため，昨年度に「八千代市下水道ストック

マネジメント計画」を策定いたしました。 

ストックマネジメントという言葉の意味でございますが，表の下の※印

の所に記載しておりますが，長期的な視点で，施設全体の今後の老朽化の

進展状況を考慮し，リスク評価等による優先順位付けを行った上で，施設

の点検・調査，修繕・改築等を実施し，施設管理を最適化する，というも

のでございます。直近で予定されている工事としましては，令和３年度か

ら八千代台地区の汚水管渠の改築工事を行ってまいります。また，同じく

令和３年度から北部汚水中継ポンプ場の改築工事に着手する計画となっ

ております。 

 続きまして，６ページをご覧ください。下段の２－①「汚水施設の整備

拡充」でございますが，汚水管の整備につきましては，近年，吉橋工業地

域内における汚水管渠築造工事を進めてまいりましたが，これが令和２年

度，今年度をもって整備が完了する予定でございます。令和元年度末の八

千代市の下水道整備人口普及率は９２．４％となっております。千葉県の

平均が７５．５％，全国平均が７９．７％となっておりますので，千葉県

や全国の平均と比べましても，本市はこれまでの整備により高い数値とな

っております。今後につきましては，まだ未整備となっている箇所につい

て，どこを整備していくか，整備箇所の検討を行った上で，汚水管渠の整

備を行ってまいります。 

８ページをご覧ください。下段の３－①「雨水施設の整備拡充」でござ

います。全国的に見られるものでございますが，近年，豪雨による浸水被

害が多発しており，本市でも平成２５年に発生した台風２６号により，市

内各所で浸水や道路冠水被害がございました。特に市の南部を流れる雨水

幹線である八千代１号幹線沿線では，多くの家屋浸水被害がございまし

た。このため，平成２８年に策定した「八千代市大和田地区ほか下水道浸

水被害軽減総合計画」により，現在，八千代１号幹線沿線地域の浸水対策

を進めております。平成２９年度から昨年度までの３か年で，大和田南小

学校の校庭の地下に，貯留量１５，５００㎥の調整池を築造する工事を行

ってまいりました。現在は，この調整池に貯留した雨水を下流に流すため

の管の整備を，令和３年度の完成を目指し進めております。また，その他

の地域における道路冠水などが発生する箇所につきましても，順次，整備

を進めてまいります。 

重点的な取組みのみの説明とさせていただきましたが，説明は以上とな

ります。よろしくお願いいたします。 
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相談課長 

 

 

どうもありがとうございました。ただいまの事務局からの説明に対しま

して，内容その他についてご意見，ご質問等がありましたら，よろしくお

願いしたいと思います。 

 

重点的なところをご説明いただいたようですけれども，一応確認なんで

すが，１次の戦略から大きく変更になったところは今の説明のところとい

うことの理解でよろしいでしょうか。説明以外に大きな変更があったとこ

ろがもしあれば，お願いしたいと思います。 

 

今，説明のあった中で，やはり各施設の計画ですとか，水道料金の改定，

そういうもので大きなものが変更となったことから，第２次経営戦略を作

ったと考えております。 

 

もう１件，浸水対策の強化というところで，先ほどご説明がありました

けども，地元の話になってしまうんですが，ここにある令和２年度に，上

高野地区の雨水排水工事というのがありますが，工業団地の中でも苦情が

出ておりますので，工場協議会で，令和２年にやると言ってよろしいでし

ょうか。 

 

誠に申し訳ないのですけれども，この上高野地区の部分なんですが，上

高野の区画整理をやられた住宅街のところがあるんですけども，その奥の

ところで上高野原の部分になるんですが，そこで雨水の道路冠水等，結構

多くあったところがあるんですが，そこの部分を実施することとしており

まして，大変申し訳ないですけども工業団地の中ではございません。 

 

了解しました。ありがとうございます。 

 

昨今のコロナ禍によって，料金収入だとか，あるいは事業執行上の支障

や何かが，今後出てくるのか，出てこないのかということで，令和２年度

の決算時にぜひそこら辺を分析していただいて，それの影響も含めて，ご

説明していただければありがたいなと思います。 

 

水道料金関係のコロナの影響でございますが，今，一般家庭につきまし

ては，在宅勤務等の実施もあり収益が上がっておりまして，その他，会社

とか工場とか，そういったものについては，少し収入が下がっております。

下水道についても同じ状況になっています。 
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画課長 

 

 

 

例えば，生活困窮者に補助するだとか，免除するとか，そういうような

施策の検討はされているのでしょうか。検討する必要はないということで

しょうか。 

 

全国的にですね，こういったコロナ禍による収入減ということで，基本

料金の減免措置という形をとっている事業体が結構出てきました。これに

つきまして私どもの方はですね，料金改定をした中で，基本料金を減免し

ますと，水道を送るための費用を賄いきれないということになっていきま

すので，この辺については私どもの方は減免措置には踏み切らなかったと

いうことでございます。それと同時に，国の方からは，支払い猶予につい

ては適正に行ってくださいというような指示もありましたので，支払い猶

予の関係は積極的にアピールし，取り組んでおります。その辺のところま

でしかできなくて，減免のところまでいっておりません。ですので，収入

的にですね，多少の影響は出てると思いますけども，それ以前に大きな収

入減となったのは，学校関係が休校になって，上水も下水も使用しないと

いうような状況が続いたのと，飲食店の営業関係が水道水を使わないとい

うような状況が結構続きましたので，その辺における収入減というのは，

発生している状況にあります。 

 

ありがとうございました。了解しました。 

 

水道事業のＰＲについてお願いがあるんですけれども，現在は進行形と

いうことでコロナ禍になっているんですけども，日本での感染者数が世界

を見渡しても低い位置でずっと推移してるわけですね。これの要因の一つ

として，前にいつか，７月頃でしたか，北千葉広域水道企業団から出した

「水音」の中にも書いてあった通りですね，ウイルスに対して塩素による

消毒がすごく効果がありますということで，その有効性が大いにあるとい

うことなんで，何か八千代市でも「上下水道だより」の中でもですね，効

果があることを大いにうたっていただきたいと思うんですけど，いかがで

しょうか。 

 

「上下水道だより」につきましては，先週ですけども，編集会議が入っ

ておりまして，各部署によっていろんな発表したいこと等を，今，対応し

ておりますので，委員からお話があった部分につきましても，もう１回編

集委員と検討し，対応していきたいと思っております。 
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浸水の関係なんですけれども，最近実例としてですね，なかなか大雨の

中で防災放送といいましょうか，それが聞き取りにくいというような話も

聞く中で，例えばスマートフォンを活用した情報提供の仕方とかですね，

そういったものについて何かお考えはあるんでしょうか。 

 

災害対応になりますと，危機管理課の方で対応しているわけですけど

も，私どもやっぱり浸水被害の大きなところを抱えているということで，

確かに防災無線が豪雨の場合には多分聞こえないだろうと。それで今，情

報メールという形で市の方で発信していまして，まだまだ登録者数が２万

件程度までしか伸びてないということで，情報メールの取得を促していく

ということが，まず第一歩かなというふうに考えています。 

また，うちの方は大雨の際に，局の職員一丸となってパトロールをしな

がら冠水しそうなところに配置付けをして，対応している状況にありま

す。なるべく今の時代に即した情報の発信の仕方ということを危機管理課

とともに検討して参りたいと思っています。 

 

今のお話と関連なんですが，上下水道局の仕事として，下水の処理・運

搬っていうのは皆さんわかってると思うんですが，その洪水のいろいろ，

防ぐための努力っていうのが，市民の方たちに，あんまり上下水道局でや

っているんだっていうことが伝わっていないかもしれないと思ってます。

水道の方は水道事業の広報ということで，ここにもあげられていますが，

下水道事業の方でも特に洪水対策について，もっといろいろ，学校の校庭

での貯留槽を造っているとか，いろんな努力なされているわけで，そうい

うところで上下水道局が頑張っているんだっていうのを，もっとアピール

して，それで安心さも提供することになるわけですよね。 

それから，そういうことにお金も当然かかるわけなので，将来の料金改

定の時などのためにも，もっと下水道事業の広報も力を入れていただけれ

ばいいんじゃないかなと思いました。 

 

下水道課が対応してます１号幹線とか，雨水の部分ですね，そこにつき

ましても上下水道だよりで，皆さんに，上下水道局の方でやってるという

こともわかるような形でお示ししたいと思います。 

 

３点だけ教えてください。公共下水道事業経営戦略の４ページの中で，

広域化・共同化の検討ということが書いてございます。これは多分，地震

を想定されて，千葉県が管理する印旛沼流域下水道の終末処理場ですか，
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課長 

 

高橋事業管 

理者 

 

 

 

 

それが例えば，地震で機能が果たせなくなったといった場合に，どこかに

つながなきゃいけないでしょうね。例えば江戸川左岸とか，あとは手賀沼

ですか，その辺のことを考えていらっしゃるのかどうかということがまず

第１点。 

それから第２点目は，雨水流出抑制策の推進ということが１０ページに

書かれております。これを読みますと開発事業者，協議・指導ということ

で書いてありますけども，各家庭で，貯留施設ですか，雨水浸透桝とか，

あるいは市の方で実施するかどうかちょっとわかりませんけど浸透舗装，

そういったもので地下に浸透させるということもあろうかと思ったんで

すけども，その辺のところが１点。 

最後にもう１点ですね，８ページの２－④の取組の目的・内容というこ

とで，未接続世帯に接続することを促すということを書いてございますけ

ども，これ多分，整備人口に対して，水洗化人口がなかなか１００％にな

らないと。そのことについては，例えば広報活動とか，あるいは接続に対

しての広報活動をしていると思うんですけども，なぜ１００％にいかない

のか，その原因が何かあれば教えてもらいたいと思います。 

 

広域化の件につきましては，効率的に下水道処理をしていくために，ご

指摘ありました流域下水道の単位の組み換えだとか，そういったことも入

ってきますけども，あとコミプラとか農業集落の排水施設だとか，そうい

ったものを流域に繋いでみたりとか，そういったものも含めて，効率化も

そうですし，災害対応とかも含めて，強く効率的にできるような形の大き

なものの取り組みということでやっているものです。 

 

例えば，各流域下水道間のやりとりとか，そういうことではないという

ことでよろしいですか。 

 

それは，そこまで大きなところではなく，効率的な下水道処理という形

のことでございます。 

 

今，広域化・共同化ということですが，これにつきましては国の方針に

よりまして，全国的にその広域化・共同化について検討し，令和４年には

方向性を示していただきたいというもとで協議が始まっております。これ

につきましては上水の水道に関しても同じく協議が開始されたところで

ございますが，千葉県としてブロックごとに勉強会を設けて今後検討して

いくと，方向性を見出していくということで今，取り組み始めたというと
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藤縄給排水 

相談課長 

 

袖澤議長 

 

 

 

 

 

ころでございます。 

 

雨水の浸透の件でございますけれども，こちらに書いておりますものに

つきましては，開発の指導という形でして，これは指導要綱というものが

定められておりまして，それに基づいたものについては指導していくとい

うところが主に書いてあるところなんですけれども，その開発指導の中で

は，できるところであれば浸透舗装をしていただいたり，それから浸透桝

とかをやっていただき，雨水の浸透桝につきましては，これはお願いのレ

ベルなんですけども，新しく家を建てられる際には，浸透桝をなるべく使

ってくださいというような指導はなされております。 

 

市の方から補助金を出して，浸透桝を造ってくださいよっていうこと

は，していないのですか。 

 

現時点ではそういったことはいたしておりません。 

 

 

３点目のご質問の未接続の解消ということで，毎年，未接続世帯に対し

まして，整備区域内で接続していない方への啓発なんですけども，職員に

よって戸別訪問でパンフレットを持って各戸に伺っております。それが，

令和元年度ですと５６０件あったんですが，解消されたのが２３件となっ

ております。それと，接続していただけない理由なんですけども，お話を

伺ってみますと，建て替える予定があるとか，浄化槽なのでとか，年金暮

らしだからお金がないというような，そういった方がございます。 

 

浄化槽で処理しているということで，よろしいんですよね。 

 

はい。 

 

 

私から，資料２の９ページで，災害時における給水タンクの整備で，給

水タンク車を今年は購入されると書かれてるんですけども，その２台で，

どのぐらい賄えるかわかりますか。例えば，人間の命を守るためには１日

３リットルが必要と言われてるんですけども，それに十分な対応ができる

のか。あるいはまた，場合によっては水道水を貯槽させる貯水槽を造る予

定はないのか，お聞きしたいんですが。 
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袖澤議長 

まず，給水タンク車につきましてですが，現在保有が１台と，今年度，

今契約して製作中というのが１台ございまして，年度末には計２台となり

ます。積める水のボリュームにつきましては，２㎥，２トンの水を運べる

タンク車になってございます。１台で６６６人分，１日１人３リットルと

して６６６人分の水の容量になります。 

それから貯留槽につきましては，現在，八千代市内で，１００トン級，

１００㎥級の貯留槽を２か所に設置してございます。場所が勝田中央公園

の中と，西八千代調理場内にあります。 

 

１００㎥ですか。それは大体，１万人ぐらいですよね。 

 

 はい。それが２か所ございます。今後の計画につきましては，この後の

説明でも出てくるんですが，新しく今，上下水道局庁舎を建てる計画がご

ざいます。その中で，そこにですね，同じ規模の１００㎥級の貯水槽を設

置しようと計画を立ててございます。 

 

もう１つ，下水道の方なんですけども，資料の３の７ページの特定事業

場における指導・監督について，年間延べ立入調査回数が１２回となって

いるんですけども，この特定事業場は，八千代市には何か所あるんでしょ

うか。この１２回っていうのは，多分同じところではないと思うんですけ

ども。 

 

大変申し訳ありません。今その資料を持ってないので，件数はわかりま

せんが，この特定事業場というところにつきましては，クリーニング店，

メッキ工場，あと洗車機を持つようなガソリンスタンドとか，ディーラー，

そういったところが特定事業場となっておりまして，そういうところを検

査に行っているという形になります。 

 

１か所じゃなくて何か所かを１２回やるという予定でいらっしゃるの

でしょうか。 

 

延べになりますので，３，４か所を，年に３回，４回とか，そういった

ところでも１２回行ってしまいますので，セレクトして順番に回ってくよ

うな形になります。 

 

例えばそれで規制値よりも有害物質が出たっていうところは，どういう
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対応をするんでしょうか。 

 

出たことを書面で通知しています。次回までに，原因をある程度，明ら

かにしてもらった上で改善をしていただくということを，書面で通知し

て，それから，それが次の時に改善されているかどうかということでやっ

ています。 

 

他にありませんでしょうか。よろしいですか。では，ないようなので，

議題３「第２次八千代市水道事業経営戦略実施計画及び，第２次八千代市

公共水道事業経営戦略実施計画について」を終了させていただきます。 

 それでは，次の議題に移りたいと思います。 
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議題４「上下水道局庁舎の移転について」，事務局から説明をお願いし

ます。 

 

私から，議題４の上下水道局庁舎の移転について，資料４に基づいてご

説明いたします。こちらの内容としましては，耐震性の不足する現在の上

下水道局庁舎を，市役所の敷地内の耐震性のある建物に移転する，という

ものとなっております。現在，移転のための実施設計を行っている最中で

ございますが，今後の整備内容やスケジュール等がある程度はっきりして

まいりましたので，ご説明させていただきたいと思います。 

まず，現在の上下水道局庁舎の概要をご説明させていただきます。現在

の上下水道局庁舎は昭和４７年に建設され４８年が経過しています。構造

としましてはＲＣ造の地上２階，塔屋１階の建物となっておりますが，平

成２２年度に実施した耐震診断において耐震性が不足していることが確

認されております。耐震診断において，Is値，建物の耐震性能を表す指標

が最小値で０．４６となっており，現状の Is 値では震度６強から７程度

の地震が発生した際に倒壊又は崩壊する危険性があり，災害時に庁舎その

ものが被害を受け，迅速な応急給水・復旧活動に支障が出る恐れがある状

況となっています。なお，Is値が０．６以上の場合，倒壊又は崩壊の可能

性が低いものとなっております。このような状況であるため，現在，上下

水道局庁舎を耐震基準を満たす建物への移転を行うための準備を行って

います。この上下水道局庁舎の移転につきましては，「八千代市庁舎整備

基本計画」に基づき検討をしているものであり，市役所本庁舎の建て替え

とともに，分散配置により市民の皆様の利便性や市職員の業務効率性の低

下に繋がっていた教育委員会庁舎と，上下水道局庁舎を集約する方針とな

っております。 

 上下水道局庁舎の移転先につきましては，市役所の敷地内を予定してお

りますが，資料の２枚目をご覧ください。こちらは「八千代市新市庁舎建

設基本設計」内の施設の配置計画図となっており，将来の市役所の新庁舎

と上下水道局の新庁舎の配置予定図となっております。現在の上下水道局

の場所は，右下の「公用車駐車場」と記載されている箇所になりますが，

これが，左の方にある建物「上下水道局」と記載されている箇所に移転す

る予定となっております。また，そのすぐ上に「新庁舎」と記載がありま

すが，ここが市役所の新庁舎の建設予定場所になっております。下の上下

水道局庁舎と書かれた場所に戻っていただきますと，緑色で囲まれた四角
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袖澤議長 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

と，赤色で囲まれた四角がございます。緑色のものが今ある建物です。こ

ちらは現在，市役所の第２別館として使用しているものです。赤色のもの

が新しく建築する建物です。新しい上下水道局庁舎の整備としましては，

現在ある緑色部分の建物を耐震補強するとともに，赤色の部分に建物を増

築するものとなっております。 

 また，今回の資料には記載しておりませんが，図の新しい上下水道局庁

舎の右側の地下に，容量１００㎥の耐震性の緊急用貯水槽を整備する予定

でございます。緊急用貯水槽は，災害等で水道管が破断した場合など，水

道の供給が停止した場合に，飲料水の確保を可能とする設備でございま

す。現在，緊急用貯水槽は市内に２つございますが，３つ目の緊急用貯水

槽を市役所の敷地内に整備する計画でございます。 

 前のページにお戻りください。②スケジュールとなりますが，令和３年

度から整備に着手し，令和４年９月の供用開始を予定しております。 

③他事業者の事務所を同じ建物内に集約することを予定しております。

具体的には，水道料金・下水道使用料の徴収業務を委託している業者さん，

現在は第一環境㈱となっておりますが，こちらの事務所を同じ建物内に集

約いたします。また，第一環境さんとは災害時の緊急応援の協定を締結し

ております。また，休日・夜間の庁舎管理や窓口業務等を委託している業

者さん，㈱八千代市水道サービスとなっておりますが，こちらの事務所に

ついても同じ建物内に集約いたします。こちらの水道サービスさんについ

ては，漏水時の管路修繕等に２４時間対応可能な体制をとっております。 

④番になりますが，この上下水道局庁舎の移転によるメリットといたし

ましては，市役所本庁舎に近くなるため，職員の業務が効率化される。市

役所本庁舎に近くなることや，料金の徴収業者等が同じ建物に入ることに

より，市民の利便性が向上する。市役所本庁舎とは別の建物であるため，

万が一，市役所本庁舎が地震の被害を受けた場合でも，上下水道局の機能

は維持できる。というメリットがございます。 

説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

 

ただいまの事務局から説明がありました内容につきまして何かご意見

ご質問等ございましたら，お願いいたします。 

 

移転先の建物の目標とする耐震性能というのは，Is 値でどれぐらいな

んでしょうか。 
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今回の改修の対象となります第２別館につきましては，Is値０．６を満

たすような形で，新たに増築される部分につきましては，Is値０．７５を

満たすような形で予定しております。 

 

官公庁の建物については重要度を考えて０．６を１．５倍にして０．９

というのが一つの目標値だと理解してるんですが，そこまでは特に求めて

ないということでよろしいでしょうか。 

 

こちらの方が，１．５倍というよりは１．２５倍の重要度係数を満たせ

ば，震度の大きい震度６，７程度のものでも持ちこたえられるという判断

をしておりますので，重要度係数１．２５を乗じた形で，Is値０．７５を

満たすような形で考えております。 

 

供用開始が令和４年９月なんですけども，施工が終わるのがどのぐらい

なんでしょうか。 

 

予定といたしましては，令和４年の６月末から７月あたりに終了する予

定でございます。 

 

来年の初めから着工を始めるということですか。 

 

令和３年の６月末あたりに着工というような形で予定しております。 

 

 

どれぐらいの広さなんですか，面積的には。 

 

第２別館の改修と，あと増築部分を含めて２，０００㎡ほどの予定です。

現在まだ実施設計の最中ということもございますので，まだ確定というこ

とでは申し上げることができないんですけども，およそ２，０００㎡程度

というような形で考えております。 

 

上下水道局庁舎の移転ということで具体的にこう出てるんですけども，

これは最終的に市民の方への周知っていうのも，もう考えているわけです

か。 
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これにつきましては，実施設計の終了が見通せた段階で周知していきた

いと考えています。というのは，周知は大事なのですが，本庁舎そのもの

の建設がこのコロナ禍の中で，収束するまでということで着工を見送って

いる状況にあります。その中で上下水道局庁舎の建設が始まってしまう

と，本庁舎の整備をやっているのかという誤解を招いてもいけませんの

で，その辺の周知は年明けになると思いますが，その頃には周知をしてい

きたいと考えております。 

 

他にありませんか。よろしいですか。ないようなので，議題４「上下水

道局庁舎の移転について」は，終了させていただきます。 

以上で本日の議事はすべて終了しました。 
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【その他】 

 

袖澤議長 

 

齋田経営企 

画課長 

 

 

 

 

 

袖澤議長 

 

清田下水道

課長 

 

 

袖澤議長 

 

 

清田下水道

課長 

 

袖澤議長 

 

 

 

事務局から他に何かありましたら，お願いします。 

 

本日はご審議いただき，ありがとうございました。次回の審議会の開催

につきましては，令和３年２月ごろに予定しております。審議内容につき

ましては，今後，検討していく予定でございます。また，新型コロナウイ

ルスの影響拡大に伴いまして，書面でのご審議になる場合もございますの

で，よろしくお願いいたします。詳細につきましては段取りが整いました

らご連絡させていただきますので，よろしくお願いします。 

 

他にありますでしょうか。 

 

すいません。先ほど特定事業場の件数をお話できなかったので，今ご説

明させていただきます。令和元年度は４３事業場ございました。その中で

１０か所，立ち入り検査を行っております。 

 

１年では回りきれないから，数年かけて巡回していくっていう形になり

ますよね。 

 

はい。 

 

 

他にないでしょうか。では，これをもちまして令和２年度第１回八千代

市上下水道事業運営審議会を閉会したいと思います。ありがとうございま

した。 

 

以上 


